
茨城県工業技術センター研究報告 第 38 号 

*素材開発部門 
 

MZ Platform による生産管理技術の研究 

                                 大高 理秀*   

 
１．はじめに 

県内中小企業においてパソコン導入率は，約95％と

高い数値を示しているが，生産管理への利用は約20％

と低い数値になっている（（財）茨城県中小企業振興公

社調査・平成21年度茨城県中小企業IT活用に関する

実態調査結果報告より）。製品のトレーサビリティーや

価格競争に打ち勝つためには，さらなる生産管理が必

要となるが，システム開発とメンテナンスに費用がか

かり導入に成功している事例は少ない。中小企業の生

産管理導入が進まない大きな要因として，自社の業務

に合う安価な生産管理システムが無いという点があ

る。そこで，中小企業が導入しやすい生産管理システ

ムが求められている。 
 

２．目的 
企業の競争力強化を図るため，生産現場のIT化を促

進する必要があり，安価で使いやすい生産管理システ

ム開発を行うことを目的とした。今年度は，開発事例

として県内中小企業をモデルケースとした簡易在庫管

理システムの開発を行うことにした。 

開発環境として年会費 1,000 円で利用可能な MZ 

Platform（図 1）を選定した。MZ Platformとは，(独)

産業技術総合研究所のデジタルものづくり研究センタ

ーが開発した中小の製造業向けソフトウェア開発環境

である。MZプラットフォーム研究会が組織され無料講

習会が行われており，普及促進が図られている。 

 

図１ MZ Platformのプログラム例 

 
３．簡易在庫管理システムの開発 

3.1 モデルケース 

 県内中小企業のモデルケースとして，日立市にある

プレス企業・㈱大貫工業所にご協力を頂いた。㈱大貫

工業所では，図2のようなプレス作業日報を作業者が

記入し，EXCEL 入力して管理している。このプレス作

業日報には，製品各工程の生産数等のデータが含まれ

ており，このデータを必要に応じで利用することで簡

易的な在庫管理が可能である。 

 

図２ プレス作業日報 

 

3.2 開発システムの概要 

 開発システムのデータベースは，無料で利用可能な

SQL Server 2005 Express Edition を使用した。開発

言語は，MZ Platformにてメインメニュー（図3），プ

レス作業日報の画面（図4），在庫管理の画面（図5）

を作成した。プレス作業日報から図番_品番・工程と日

付による生産量のクロス集計をEXCELにて行えるよう

にした（図6）。 

 プレス作業日報は，表示期間と図番_品番で指定して

表示することができる。データ編集画面（図7）にて，

データの追加・変更・削除を行うことができる。 

 在庫管理は，製品の最終工程の生産数を集計し，集

計結果に対して，出荷数を入力する（図 8）ことで簡

易的な在庫管理を可能にした。 

 

図３ メインメニュー 

 

 

図４ プレス作業日報 
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図５ 簡易在庫表示 

 

 
図６ クロス集計（EXCEL） 

 

 

図７ データ編集画面 

 

 
図８ 出荷数入力画面 

プレス作業日報から図番_品番・工程と日付による生

産量のクロス集計を行うことで，日々の生産数の把握

が可能になり，簡易的な進捗管理につながる。 

 

４．まとめ 

 今回，㈱大貫工業所のご協力により，プレス作業日

報をデータベース化してMZ Platformによる簡易在庫

管理システムを作成することができた。また，MZ 

Platformだけでは，難しいクロス集計部分については

EXCEL を起動する形で容易にプログラム作成可能であ

ることを確認することができた。今回の簡易的な在庫

管理システムでも，生産管理の効率化が可能であるこ

とが分かった。 

生産管理全てをシステム化することは，非常に難し

いが，一部分をシステム化することで十分に生産管理

効率化ができることが確認できた。 

今後，様々な簡易的なシステム構築を通じて，県内

中小企業における生産現場の IT 化支援を行う予定で

ある。 


